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学会創立40周年記念特集「ORの適用事例」   

日本OR学会は今年創立40周年を迎えました．それを記念しての企画です．ORを実際の問題に適用した例を  

30組の方々に報告していただきます．シミュレーション，数理計画法，待ち行列理論，AHPなど，個別のOR手  

法を適用した例，数理モデル分析の考え方を取り入れた意思決定の例，など多彩な事例が集められています．  

執筆者の所属企業は建設，石油，鉄鋼，電機i輸送，金融，通信，エネルギー，サービスなどあらゆる産業分  

野に及んでいます．  

編集後記●身近な範囲の話であるが，最近は電子メイ  

ルを利用できる環境にいる人が本当に増えているよう  

に思う．実際，本誌の編集委員会などでも，大抵の事  

務的な連絡や，時には，それほど難しくはない議題な  

どを議論するためにメイルを活用して行っており，編  

集会議そのものを簡素化するために大いに役立ってい  

るように思われる●個人的には，いくつかのメイリン  

グリストに加入していたりして，通常平日ならば，毎  

日20過程度のメイルを受け取ることが普通である．こ  

れも便利なもので，自分の興味のある内容について，  

非常の深いレベルでの議論やら情報交換に自由に参加  

できる．（最近は「参加」などともあまり自信を持って  

言えないが）●ところが，こんなに有用なメイルでも困  

ることがないわけではない．まず，仕事がちょっと忙  

しくなってくると，つい処理を忘れてしまう．しかも  

悪いことに，処理を滞らせるとすぐに大量のメイルが  

溜って，一層処理がおっくうである．後で，突然返事  

の催促が届き，あせることがしばしばある．重要な会  

議の出席確認だったりしたら冷や汗ものである．また，  

これと反対に，仕事でとても重要なメイルを送付して  

何も返事か帰って来ないと心配になる．どうしても確  

実に連絡をつけたいのなら，電話をかけた方がずっと  

安心できるような気がする●メイルは確かに便利であ  

るが，最後は結局，そのような環境にいかに適合すべ  

く努力するか，あるい（享，いかに上手に使いこなして  

いくかを組織的に教育してい〈か，ということが問題  

になるのではないだろうか．さもなければ，大量に来  

るメイルを自動的に分類して，すぐに返事が必要なも  

の，重要なものは最優先で読ませる，もしくはそれを  

読んで聞かせてくれる，そんな賢いメイラーなどは早  

くできないものかなぁ…などと，つらつらつまらない  

ことを考えてしまう．そして，今日もたくさん届く，  

メイリングリストのメイルを斜め読みして，保存し，  

ハードディスクのこやしをせっせと増やす毎日なので  

ある…．  （佐賀井重雄）  
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